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昨
年
一
年
の
攻
防
を
通

し
て
本
２
０
０
８
年
三

里
塚
闘
争
は
、
42
年
の
闘

い
の
最
重
要
局
面
を
迎
え

た
。
三
里
塚
闘
争
の
原
点

で
あ
る
農
地
死
守
・
実
力

闘
争
と
二
期
阻
止
・
空
港

廃
港
の
成
否
を
決
す
る
情

勢
を
迎
え
た
の
だ
。

た
だ
ち
に
わ
れ
わ
れ

は
、
こ
の
攻
防
に
か
ち
ぬ

く
強
力
な
闘
争
陣
形
を
つ

く
り
だ
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
敷
地
内
農

民
・
反
対
同
盟
を
先
頭
に
、

北
延
伸
を
阻
止
す
る
現
地

攻
防
と
、
市
東
さ
ん
の
耕

作
地
を
め
ぐ
る
裁
判
（
現

在
二
つ
の
裁
判
）
を
は
じ

め
と
す
る
裁
判
闘
争
を
闘

い
ぬ
こ
う
。
そ
し
て
こ
の

闘
い
を
全
国
の
三
里
塚
勢

力
と
労
農
学
連
帯
の
力

で
支
え
ぬ
こ
う
。
現
地
調

査
・
援
農
活
動
を
不
断
に

組
織
し
、
全
国
・
関
西
各

地
で
の
集
会
や
三
里
塚
写

真
展
、
野
菜
市
な
ど
を
通

し
て
、
大
衆
的
実
力
闘
争

と
三
里
塚
結
集
運
動
を
復

権
さ
せ
よ
う
。
こ
れ
は
わ

れ
わ
れ
に
今
や
待
っ
た
な

し
で
問
わ
れ
て
い
る
課
題

だ
。第

一
点
は
、
暫
定
滑
走

路
の
北
延
伸
を
阻
止
す
る

こ
と
だ
。
そ
の
攻
防
の
焦

点
で
あ
り
勝
敗
を
決
す
る

た
た
か
い
が
、
市
東
さ
ん

の
耕
作
地
（
及
び
天
神
峰

現
闘
本
部
）
を
死
守
す
る

こ
と
だ
。

す
で
に
二
つ
の
裁
判

（「
不
法
耕
作
」
で
っ
ち
上

げ
裁
判
と
農
地
取
り
上
げ

違
憲
訴
訟
）
が
昨
年
か
ら

始
ま
り
、
政
府
・
千
葉
県
・

空
港
会
社
（
Ｎ
Ａ
Ａ
）
の

「
農
民
と
農
地
を
守
る
た

め
の
農
地
法
で
農
地
を
奪

う
」
と
い
う
違
法
不
法
を

通
り
こ
し
た
無
法
の
数
々

の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
本
年
10

月
に
は
、
農
地
強
奪
の
強

制
執
行
が
実
際
に
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
の
だ
。

（
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い

て
の
詳
細
は
、
三
里
塚
反

対
同
盟
ブ
ロ
グhttp://

w
w
w
.san

rizu
k
a-

doum
ei.jp/blog/

及

び
関
実
ブ
ロ
グhttp://

kanjitsu-sanrizuka.
cocolog-nifty.com

/

を
参
照
）

暫
定
滑
走
路
北
延
伸
は

「
２
０
１
０
年
３
月
完
成
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

攻
防
は
す
で
に
重
大
局
面

に
突
入
し
て
お
り
、
文
字

ど
お
り
こ
の
力
勝
負
に

日
々
を
か
ち
ぬ
い
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
「
戦
後
憲
法
の
申

し
子
」
と
も
い
う
べ
き
農

地
法
の
破
壊
・
解
体
と
の

た
た
か
い
は
、
改
憲
阻
止

闘
争
そ
の
も
の
だ
。
さ
ら

に
市
東
さ
ん
の
耕
作
地
強

奪
は
、
絶
滅
攻
撃
と
も
い

う
べ
き
農
業
切
り
捨
て
・

農
業
破
壊
の
典
型
だ
。
こ

の
た
た
か
い
の
な
か
に
労

農
連
帯
・
労
農
同
盟
の
真

価
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
肝
に
銘
じ
、
血
盟
を
誓

約
し
た
も
の
と
し
て
闘
い

ぬ
こ
う
。

「
市
東
さ
ん
の
農
地
を

守
ろ
う
！
」
の
大
衆
的
運

動
は
、
千
葉
県
下
を
中
心

に
労
働
者
、
農
民
、
市
民

に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
裁

判
闘
争
な
ど
が
担
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
た
た
か
い
を

全
国
各
地
と
労
農
学
に
拡

大
し
よ
う
。

第
二
点
は
、
２
０
０
２

年
の
暫
定
滑
走
路
供
用
開

始
以
降
、
用
地
内
の
天
神

峰
・
東
峰
地
区
は
、
農

家
の
40
メ
ー
ト
ル
上
空
の

超
低
空
飛
行
や
ジ
ェ
ッ
ト

ブ
ラ
ス
ト
な
ど
に
よ
る
人

権
蹂
躙
（
じ
ゅ
う
り
ん
）、

騒
音
・
排
ガ
ス
な
ど
の
健

康
破
壊
、
安
全
無
視
が
平

然
と
ま
か
り
通
っ
て
い
る

こ
と
だ
。

こ
れ
ら
は
暫
定
滑
走
路

供
用
の
単
な
る
結
果
と
し

て
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で

は
な
い
。
こ
う
し
た
人
権

蹂
躙
が
起
こ
る
こ
と
を
百

も
承
知
で
Ｎ
Ａ
Ａ
は
供
用

を
強
行
し
た
の
だ
。「
こ

の
環
境
は
人
の
住
め
る
状

況
で
は
な
い
」
な
ど
と
居

直
り
強
盗
よ
ろ
し
く
、
敷

地
内
か
ら
の
追
い
出
し
を

は
か
る
政
府
・
千
葉
県
・

Ｎ
Ａ
Ａ
を
断
じ
て
許
し
て

は
な
ら
な
い
。
た
だ
ち

に
暫
定
滑
走
路
を
閉
鎖
せ

よ
！　

北
延
伸
工
事
を
中

止
せ
よ
！

た
た
か
う
仲
間
の
み

な
さ
ん
、
日
頃
の
ご
奮

闘
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

２
０
０
８
年
を
勝
利
の
年

に
す
る
た
め
に
共
に
闘
い

ま
し
ょ
う
。

昨
年
は
、
つ
い
に
労
働

者
、
農
民
の
怒
り
が
安
倍

政
権
を
打
倒
し
ま
し
た
。

そ
し
て
９
月
29
日
、
沖
縄

県
民
大
会
が
12
万
人
の
労

働
者
人
民
が
決
起
す
る
歴

史
的
な
成
功
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。
ま
た
11
月
４

日
に
は
、
東
京
日
比
谷
野

音
に
日
本
、
韓
国
、
ア

メ
リ
カ
の
労
働
者
人
民
が

５
７
０
０
名
結
集
し
、
集

会
が
大
成
功
し
ま
し
た
。

関
西
新
空
港
闘
争
で

は
、
７
月
22
日
全
国
集
会

を
闘
い
、
８
月
２
日
二
期

開
港
に
抗
議
す
る
闘
い
に

決
起
し
ま
し
た
。今
年
は
、

関
空
新
空
港
闘
争
か
ら
対

テ
ロ
新
特
措
法
阻
止
闘

争
、
憲
法
改
悪
阻
止
闘
争

を
爆
発
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

世
界
金
融
恐
慌
の
現
実

化
と
イ
ラ
ク
侵
略
戦
争

と
イ
ラ
ン
へ
の
拡
大
情
勢

は
、
各
国
の
争
闘
戦
を
激

化
さ
せ
、
福
田
政
権
を
危

機
に
陥
れ
て
い
ま
す
。
小

泉
政
権
以
来
激
化
さ
せ

て
き
た
戦
争
・
改
憲
、
民

営
化
・
労
組
破
壊
の
攻
撃

を
強
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
同
時
に
労
働

者
人
民
が
た
ち
上
が
る
情

勢
を
つ
く
り
だ
し
て
い
ま

す
。「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」

「
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
」

が
急
増
し
、
青
年
労
働
者

が
「
生
き
さ
せ
ろ
！
」
と

立
ち
上
が
り
始
め
て
い
ま

す
。

関
西
新
空
港
闘
争
も
決

戦
を
迎
え
て
い
ま
す
。
８

月
２
日
関
空
二
期
開
港
を

強
行
し
ま
し
た
が
、
便
数

は
増
え
て
い
ま
せ
ん
。
他

方
、
６
月
26
日
「
二
期
計

画
案
」
を
発
表
し
貨
物
に

重
点
を
移
す
「
国
際
貨
物

ハ
ブ
空
港
」
構
想
を
発
表

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
ア

ジ
ア
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」
戦

略
の
一
環
で
あ
り
、
関
空

を
ア
ジ
ア
侵
略
の
拠
点
空

港
に
位
置
づ
け
る
戦
略
で

す
。
す
で
に
日
米
両
政

府
は
朝
鮮
侵
略
戦
争
を
行

う
た
め
の
「
作
戦
計
画

５
０
５
５
」
に
合
意
し
、

春
か
ら
現
地
調
査
を
始
め

て
い
ま
す
。
関
空
、
成
田

な
ど
民
間
空
港
・
港
湾
を

米
軍
優
先
で
軍
事
使
用
す

る
こ
と
が
核
心
に
な
っ
て

い
ま
す
。
関
空
を
軍
事
空

港
に
す
る
な
！
こ
の
闘
い

は
最
大
の
課
題
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
年
末
に
政
府
は

来
年
度
予
算
案
で
関
空
連

絡
橋
を
国
有
化
す
る
方
針

を
打
ち
出
し
た
が
、
こ
れ

も
私
た
ち
が
以
前
か
ら
指

摘
し
て
い
た
よ
う
に
軍
事

空
港
化
の
一
環
で
す
。

さ
ら
に
９
月
27
日
か
ら

関
空
に
着
陸
す
る
ル
ー
ト

ま
で
「
陸
上
ル
ー
ト
」
を

強
行
し
ま
し
た
。
98
年
離

陸
ル
ー
ト
の
陸
上
ル
ー
ト

強
行
以
上
の
暴
挙
で
す
。

破
綻
し
た
関
空
二
期
の
便

数
を
増
や
す
た
め
に
、
地

元
住
民
に
犠
牲
を
強
要

す
る
も
の
で
す
。
こ
ん
な

こ
と
は
絶
対
に
許
せ
ま
せ

ん
。こ

れ
ら
は
米
軍
再
編

を
背
景
に
し
た
沖
縄
・
三

里
塚
な
ど
へ
の
攻
撃
と
一

体
の
も
の
で
す
。
42
年
間

不
屈
に
闘
い
抜
く
三
里
塚

反
対
同
盟
へ
の
北
延
伸
攻

撃
、
市
東
孝
雄
さ
ん
の
耕

作
地
を
「
農
地
法
」
で
取

り
上
げ
よ
う
と
す
る
暴

虐
・
不
法
な
攻
撃
を
絶
対

に
阻
止
し
ま
し
ょ
う
。
三

里
塚
反
対
同
盟
、
沖
縄
、

北
富
士
な
ど
、
福
田
政
権

の
戦
争
政
策
と
た
た
か
う

人
々
と
共
に
勝
利
し
ま

し
ょ
う
。

神
戸
空
港
に
反
対
す
る

闘
い
も
そ
の
一
つ
で
す
。

神
戸
港
と
共
に
軍
事
拠
点

に
す
る
た
め
に
建
設
し
、

開
港
を
強
行
し
ま
し
た
。

そ
の
攻
撃
に
対
し
住
民
は

ね
ば
り
強
く
闘
っ
て
い
ま

す
。
２
月
11
日
に
は
開
港

２
周
年
闘
争
を
や
り
ま

す
。共
に
闘
い
ま
し
ょ
う
。

関
空
の
軍
事
使
用
反

対
！
国
際
貨
物
ハ
ブ
空

港
化
反
対
！
対
テ
ロ
新

特
措
法
採
択
弾
劾
！

１
・
27
関
西
新
空
港

反
対
集
会

と
き
：
１
月
27
日
（
日
）
午

後
１
時
半
集
合
、
２
時
開
会

と
こ
ろ
：
り
ん
く
う
公
園

太
鼓
橋
（
例
年
と
同
じ
場

所
で
す
。
泉
佐
野
市
「
り

ん
く
う
」
駅
下
車
２
分
）

主
催
：
大
阪
湾
岸
住
民

４
団
体
（
泉
州
・
淡
路
・

明
石
・
東
灘
）　

関
西
反

戦
共
同
行
動
委
員
会

集
会
の
後
、
泉
佐
野
駅

ま
で
デ
モ
を
し
ま
す
。

（
主
催
者
の
案
内
を
一
部

縮
め
て
い
ま
す
）

大衆的実力闘争と三里塚結集運動の復権で、
農地強奪・北延伸阻止！3・30三里塚現地へ

第
三
点
は
、
成
田
空
港

の
軍
事
空
港
化
が
一
段
と

進
ん
で
い
る
こ
と
だ
。

昨
年
末
に
千
葉
県
下
の

自
衛
隊
習
志
野
基
地
に
、

Ｐ
Ａ
Ｃ
３
（
パ
ト
リ
オ
ッ

ト
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
）
が

強
行
配
備
さ
れ
た
。「
朝

鮮
有
事
」
の
際
に
は
巨

大
な
兵
站･

出
撃
基
地
に

な
る
成
田
空
港
の
軍
事

化（
50
万
米
兵
の
飛
来
）

と
一
体
の
攻
撃
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
だ
。
さ

ら
に
こ
の
間
「
国
民
保

護
法
制
」
整
備
や
そ
の

訓
練
が
再
三
く
り
か
え

さ
れ
て
い
る
。
沖
縄
の

た
た
か
い
と
と
も
に
、

三
里
塚
・
関
西
の
東
西

両
軍
事
空
港
反
対
は
じ

め
、
反
戦
・
反
基
地
闘

争
を
闘
い
抜
こ
う
！

１
月
13
日
の
敷
地
内

デ
モ
と
反
対
同
盟
旗
開

き
、
15
日
の
第
二
回
市

東
さ
ん
農
地
取
り
上
げ

違
憲
訴
訟
を
も
っ
て
、

２
０
０
８
年
の
激
闘

は
開
始
さ
れ
た
。
３
・

30
三
里
塚
全
国
闘
争
に

む
け
て
闘
い
抜
こ
う
。

三
里
塚
決
戦
勝
利
！

全
関
西
実
行
委
と
と
も

に
、
２
月
下
旬
の
三

里
塚
公
開
講
座
（
農
業

問
題
に
つ
い
て
の
学
習

会
）、
写
真
展
な
ど
の

諸
企
画
を
成
功
さ
せ
よ

う
。

08年の闘いを力強く宣言した反対同盟旗開き（１月13日）

新鮮な三里塚の野菜が関西に。恒例の団結野菜市（12月27日）

葉山岳夫反対同盟顧問弁護士を迎えての三里塚講座（11月22日）

市
東
さ
ん
の
農
地
を
守
ろ
う
！

Ｐ
Ａ
Ｃ
３
と
成
田
空
港
は
一
体
だ

１
・
27
関
西
新
空
港
粉
砕
闘
争
へ

闘
争
案
内
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沖
縄
、岩
国
の
闘
い
に
続
こ
う

福
田
を
た
お
せ
！
改
憲
と
め
よ
う
！

２
・
10
集
会
の
成
功
を
か
ち
と
ろ
う

　
　

２
・
1 0
集
会
要
項

■
開　

場
：
13
時　

13
時
30
分
開
会

■�

会　

場
：
大
阪
市
立
住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
３
階
ホ
ー
ル

　
（
地
下
鉄
堺
筋
線
・
阪
急
線
「
天
神
橋
６
丁
目
」
駅
下
車
す
ぐ
）

■
集
会
内
容

　

◎
講　

演
：

　
　

知
花
昌
一
さ
ん
（
沖
縄
読
谷
村
村
会
議
員
）

　
　

�

小
田
原
紀
雄
さ
ん
（
百
万
人
署
名
運
動
事
務
局
次
長)

　
◎�

報　

告
：
入
間
基
地
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
阻
止
闘
争
の
報
告

　

◎
実
行
委
参
加
・
賛
同
団
体
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
な
ど

■
集
会
後　

梅
田
ま
で
の
デ
モ
行
進

　

主
催　

２
・
10
集
会
実
行
委
員
会

２
・
10
集
会
賛
同
カ
ン
パ
の
お
願
い

�

賛
同
カ
ン
パ
＝
１
口
￥
５
０
０
で
す
。
集
会
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
カ
ン
パ
送
付
先

郵
便
振
替
口
座
名
称　

百
万
人
署
名
運
動
・
関
西
連
絡
会

郵
便
振
替
口
座
番
号
０
０
９
３
０―

２―

１
１
９
０
４
２

※�

振
替
用
紙
の
通
信
欄
に
「
2
・
10
集
会
賛
同
カ
ン
パ
」
と
明

記
し
て
お
送
り
下
さ
い
。

革共同関西党員総会　報告・決定集
革共同中央の組織破壊・路線的変質に抗して、
関西地方委員会が党員総会を開催

「階級的労働運動路線」の名で、政治闘争・改憲決戦と、
職場での労働組合運動を否定し、「07 年 7 月テーゼ」
で差別・排外主義との闘いを放棄したことに対する、
全面的批判の議案と、20 人の発言、付属資料を収録

党中央変質の核心問題を明らかにする！

　巻頭アピール／総会コミュニケ
　第一号議案　「11・6 政治局決定」を批判する
　第二号議案　党を分裂させる「関西WOB」を凍結せよ
　第三号議案　（１）7月テーゼの撤回を求める　他
　付属資料
　　７月テーゼ批判　　関西入管闘争委員会
　　自己批判と決意　　椿　邦彦　
　　労働者党員の意見書　他

増刷出来
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08
年
の
階
級
情
勢
は
、

対
テ
ロ
給
油
新
法
の
衆
院

再
議
決
の
暴
挙
と
国
際
帝

国
主
義
の
金
融
不
安
の
絶

望
的
危
機
に
は
じ
ま
り
、

乱
気
流
の
な
か
で
サ
ミ
ッ

ト
と
改
憲
を
め
ぐ
る
政
治

決
戦
と
春
闘
の
幕
が
あ
け

よ
う
と
し
て
い
る
。
わ
れ

わ
れ
は
、
07
年
後
半
に
切

り
開
か
れ
た
沖
縄
と
岩
国

で
の
地
域
総
ぐ
る
み
の
決

起
に
つ
づ
い
て
、
関
西
の

地
で
も
壮
大
な
労
働
者
人

民
の
総
反
撃
を
つ
く
り
だ

し
、
戦
争
と
労
働
運
動
つ

ぶ
し
、
生
活
破
壊
を
お
し

進
め
る
福
田
政
権
を
労
働

者
人
民
の
力
で
う
ち
倒
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
第
１
弾
が
百
万

人
署
名
運
動
・
関
西
連
絡

会
な
ど
が
呼
び
か
け
る
福

田
を
た
お
せ
！
改
憲
と
め

よ
う
！
２
・
10
集
会
だ
。

沖
縄
の
歴
史
教
科
書
問

題
と
辺
野
古
新
基
地
建

設
、
岩
国
の
米
軍
基
地
拡

張
攻
撃
で
問
わ
れ
て
い
る

問
題
は
、
過
去
の
侵
略
戦

争
と
次
の
侵
略
戦
争
の
準

備
が
一
つ
な
が
り
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

す
べ
て
は
憲
法
問
題
に
、

天
皇
制
と
安
保
の
問
題
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
。

労
働
者
階
級
人
民
の
怒
り

は
深
く
広
く
激
し
い
。
そ

の
根
底
に
生
活
破
壊
へ
の

怒
り
と
将
来
へ
の
不
安
が

あ
る
。
大
事
な
こ
と
は
、

そ
れ
が
「
二
度
と
戦
争
を

く
り
返
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
政
治
意
識
と

深
く
結
び
つ
き
は
じ
め
て

い
る
こ
と
だ
。

自
公
政
権
を
終
わ
ら
せ

よ
う
、
こ
れ
が
07
年
の
参

院
選
が
示
し
た
人
民
の
意

志
だ
。
安
倍
極
右
政
権
の

崩
壊
を
ひ
き
つ
い
だ
福
田

政
権
は
、「
国
民
本
位
の

行
財
政
へ
の
転
換
」（
施

政
方
針
演
説
）
な
ど
と

言
っ
て
違
い
を
演
出
し
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

本
質
は
小
泉
・
安
倍
と

何
ら
か
わ
る
と
こ
ろ
が
な

い
。
福
田
こ
そ
小
泉
政
権

の
官
房
長
官
と
し
て
、
戦

争
と
民
営
化
路
線
で
生
活

破
壊
と
格
差
の
激
化
を
お

し
進
め
た
張
本
人
で
は
な

い
か
。
そ
の
施
政
方
針
演

説
も
、
対
テ
ロ
給
油
新
法

で
始
ま
り
、
改
憲
準
備
に

終
わ
っ
て
い
る
の
だ
。

沖
縄
戦
集
団
自
決
の
語

り
部
と
し
て
闘
い
、
一
坪

反
戦
地
主
と
し
て
、「
日

の
丸
」
焼
き
捨
て
に
決
起

し
た
知
花
昌
一
氏
は
、
２

月
10
日
投
票
の
岩
国
市
長

選
挙
の
応
援
の
あ
と
、
沖

縄
県
民
総
決
起
の
息
吹

を
伝
え
に
関
西
に
来
ら
れ

る
。
小
田
原
紀
雄
氏
は
、

改
憲
阻
止
を
闘
う
百
万
人

の
決
起
を
訴
え
に
来
ら
れ

る
。
各
地
で
始
ま
っ
た
Ｐ

Ａ
Ｃ
３
と
の
闘
い
の
報
告

も
行
わ
れ
る
。

９
条
改
憲
阻
止
の
闘
い

や
「
君
が
代
」
不
起
立
を

闘
う
教
育
労
働
者
も
参
加

す
る
。
関
西
の
あ
ら
ゆ

る
運
動
に
合
流
を
呼
び
か

け
、
福
田
政
権
打
倒
の
広

範
な
運
動
を
つ
く
り
あ
げ

よ
う
。

�

沖
縄
・
岩
国
の
闘

い
に
続
こ
う

（
１
面
か
ら
つ
づ
く
）

な
ら
な
い
。

安
田
派
中
央
の
本
質

は
、
革
命
と
内
乱
に
た
い

す
る
恐
怖
と
反
動
で
あ

る
。
帝
国
主
義
と
権
力

に
た
い
す
る
綱
領
的
屈
服

で
あ
る
。「
国
家
と
革
命
」

が
問
題
に
な
る
情
勢
だ
か

ら
こ
そ
発
生
し
た
投
降
と

転
向
で
あ
る
。

そ
の
転
回
点
は
、
01
年

９
・
11
反
米
ゲ
リ
ラ
戦
争

か
ら
03
年
イ
ラ
ク
開
戦
と

反
戦
闘
争
の
爆
発
の
過
程

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
小
泉
・

奥
田
の
日
本
版
新
自
由
主

義
化
の
攻
撃
の
全
面
化
、

改
憲
攻
撃
の
本
格
化
の
過

程
で
あ
っ
た
。

安
田
派
中
央
の
「
階
級

的
労
働
運
動
路
線
」
の
核

心
は
、「
動
労
千
葉
労
働

運
動
へ
の
特
化
路
線
」
で

あ
る
。
そ
れ
は
帝
国
主
義

と
そ
の
権
力
と
の
決
戦
を

回
避
し
て
、
頭
を
低
く
し

て
組
織
と
運
動
の
防
衛
を

は
か
る
こ
と
が
い
っ
さ
い

と
い
う
路
線
で
あ
る
。

安
田
派
中
央
の
08
年
新

年
号
論
文
が
Ｇ
８
サ
ミ
ッ

ト
決
戦
に
つ
い
て
一
言
も

言
及
し
て
い
な
い
の
は
、

そ
の
綱
領
的
思
想
的
な
変

質
を
示
す
象
徴
的
な
事
実

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
反
帝
国
主

義
・
反
ス
タ
ー
リ
ン
主
義

世
界
革
命
戦
略
の
放
棄
、

日
帝
・
国
家
権
力
と
の
闘

争
か
ら
の
逃
亡
、
被
差
別・

被
抑
圧
人
民
と
の
連
帯
の

思
想
の
放
逐
、
階
級
闘
争

か
ら
の
召
還
、
こ
れ
が
安

田
派
中
央
「
階
級
的
労
働

運
動
路
線
」
の
階
級
的
本

質
で
あ
る
。

安
田
派
中
央
と
は
清
水

式
革
命
論
の
破
産
の
所
産

で
あ
る
。

清
水
議
長
そ
の
ひ
と

は
、
権
威
主
義
的
な
自
己

保
身
と
他
者
不
信
か
ら
、

労
働
者
階
級
と
の
生
き
た

交
通
を
拒
否
し
、
そ
の
た

め
に
生
き
た
階
級
関
係
に

立
っ
て
敵
の
攻
撃
と
味
方

の
た
た
か
い
を
つ
か
む
こ

と
が
で
き
な
い
、
い
わ
ば

机
上
の
人
だ
。

清
水
式
革
命
論
と
は
、

客
観
主
義
的
な
情
勢
分

析
、
政
治
力
学
的
な
階
級

関
係
分
析
、
古
色
蒼
然
た

る
経
験
主
義
と
そ
れ
ら
に

規
定
さ
れ
た
戦
術
主
義
で

あ
る
。
そ
し
て
中
央
に
た

い
す
る
「
一
致
」
を
上
意

下
達
的
に
組
織
し
て
い
く

組
織
論
で
あ
る
。

し
か
し
結
局
の
と
こ
ろ

清
水
式
革
命
論
に
は
世
界

恐
慌
を
ひ
た
す
ら
待
望
す

る
以
外
の
「
実
践
」
は
な

い
の
だ
。

こ
の
清
水
式
革
命
論
の

実
践
的
な
破
産
が
明
ら
か

に
な
る
に
つ
れ
、
清
水
議

長
は
安
田
一
派
へ
の
屈
服

を
深
め
、
革
共
同
中
央
の

変
質
が
進
行
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
い
ま
や
安
田
派

の
「
階
級
的
労
働
運
動
路

線
」
に
「
革
命
路
線
」
の

体
裁
を
与
え
る
こ
と
が
、

清
水
議
長
の
最
後
の
務
め

と
な
っ
た
の
だ
。

安
田
派
中
央
は
「
５
月

テ
ー
ゼ
」
が
突
き
つ
け
る

飛
躍
の
拒
否
、
権
力
・
資

本
へ
の
屈
服
と
敗
北
主
義

か
ら
発
生
し
た
。

「
５
月
テ
ー
ゼ
」
は
、

革
共
同
の
反
帝
国
主
義
・

反
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
世
界

革
命
戦
略
と
戦
略
的
総
路

線
の
本
格
的
全
面
的
な
実

践
を
要
求
し
た
。
そ
の
実

践
過
程
は
、
わ
れ
わ
れ
一

人
ひ
と
り
に
共
産
主
義
者

で
あ
る
か
ど
う
か
を
あ
ら

た
め
て
試
す
も
の
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
安
田
同
志

は
こ
こ
で
飛
躍
を
拒
否
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

・�

被
差
別
・
被
抑
圧
人

民
の
た
た
か
い
を
み

ず
か
ら
の
課
題
と
す

る
こ
と
の
拒
否

・�

国
鉄
決
戦
の
政
治
決

戦
化
へ
の
日
和
見
主

義
、
国
労
の
労
働
者

へ
の
不
信

・�

労
働
者
が
政
治
闘
争

に
決
起
す
る
こ
と
へ

の
不
信
と
反
発

・�

革
命
的
議
会
主
義
へ

の
日
和
見
主
義
的
反

発
・�

党
の
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ

的
規
律
へ
の
解
党
主

義
的
反
発

安
田
派
中
央
に
よ
る
運

動
は
、
こ
の
よ
う
に
共
産

主
義
者
と
し
て
の
飛
躍
を

拒
否
し
た
地
点
で
組
織
さ

れ
て
い
る
の
だ
。

�

安
田
派
中
央
の
変
質
の

根
底
に
は
、
06
年
３
・
14

決
起
に
た
い
す
る
恐
怖
と

反
動
が
あ
る
。

06
年
３
月
14
日
、
関
西

の
労
働
者
党
員
は
、
財
政

不
正
・
腐
敗
と
私
党
的
党

内
支
配
を
深
め
、
権
力
の

ス
パ
イ
潜
入
を
許
し
て
き

た
与
田
ら
を
打
倒
し
た
。

与
田
の
不
正
・
腐
敗
と
私

党
化
、
権
力
へ
の
投
降
の

問
題
は
、
革
共
同
中
央
が

生
み
出
し
た
も
の
だ
。

中
央
が
細
胞
に
た
い
し

て
上
意
下
達
的
な
「
一

致
」
を
強
制
す
る
清
水
式

革
命
論
の
組
織
観
。
安
田

一
派
に
よ
る
帝
国
主
義
権

力
へ
の
綱
領
的
屈
服
。
そ

の
現
実
を
中
央
全
体
が
共

有
し
、体
質
化
し
て
い
た
。

そ
う
し
た
現
実
の
中
で
こ

そ
与
田
の
不
正
・
腐
敗
と

私
党
化
、
権
力
へ
の
投
降

も
あ
り
え
た
の
で
あ
る
。

３
・
14
決
起
は
、
こ
の

よ
う
な
革
共
同
中
央
の
変

質
と
腐
敗
を
激
し
く
弾
劾

し
、
革
命
的
に
突
き
破
ろ

う
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。

細
胞
と
中
央
の
同
格
性･

同
質
性
を
回
復
し
、
反
ス

タ
ー
リ
ン
主
義
・
革
命
的

共
産
主
義
の
原
点
に
立
ち

返
り
、
革
共
同
の
再
生
を

め
ざ
す
決
起
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら
安
田
派
中
央
は

３
・
14
決
起
に
た
い
し
て

恐
怖
し
か
感
ず
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
そ
し
て
そ
れ

を
な
き
も
の
に
す
る
た
め

に
処
分
を
乱
発
す
る
以
外

に
な
い
の
だ
。

わ
れ
わ
れ
は
、
３
・
14

決
起
を
継
続
し
、
安
田
派

中
央
か
ら
革
共
同
を
全
面

的
に
奪
還
す
る
。

『
革
共
同
通
信
』
の
発

刊
は
、
日
本
階
級
闘
争
と

反
ス
タ
ー
リ
ン
主
義･

革

命
的
共
産
主
義
運
動
の
危

機
を
、
大
胆
に
ぶ
ち
破
っ

て
い
く
で
あ
ろ
う
。
す
べ

て
の
み
な
さ
ん
、『
革
共

同
通
信
』
と
と
も
に
08
年

サ
ミ
ッ
ト
・
改
憲
決
戦
、

三
里
塚
・
沖
縄
闘
争
、
春

闘
の
階
級
的
爆
発
を
き
り

ひ
ら
き
、
武
装
し
戦
う
革

共
同
を
奪
還
し
よ
う
！

とめよう戦争への道！百万人署名運動のよび
かけで、関西からも上京し１月10日に国会闘
争が 60名で闘われた。また 11日の再議決を
弾劾し、12日に百万人署名の仲間により大阪・
神戸で緊急街宣が行われた。

�
生
活
で
の
怒
り
と

反
戦
が
一
つ
に

福
田
打
倒
が

　
　

人
民
の
意
志

知
花
昌
一
氏
、

小
田
原
紀
雄
氏
来
る

『革共同通信』
は右記の書店で
購入できます  

模索舎
東京都新宿区新宿2-4-9
中江ビル 03（3352)3557

ウニタ書店
名古屋市千種区内山3-33-8新
今池ビル 052（731)1380

あーす書房 　　
京都市左京区田中門前町96-2 
  075（721)3619

関西大学生協書籍部 
吹田市千里山東3-10  
  06（6388)7641 

三鈴書林 
大阪市北区同心1-2-8-107 
  06（6357)1034 

帝
国
主
義
へ
の
屈
服

清
水
式
革
命
論
の
破
産

「
５
月
テ
ー
ゼ
」

か
ら
の
脱
落
・
背
反

３
・
14
決
起
へ
の

　
　

恐
怖
と
反
動

自
公
政
権
の
再
議
決
と
対
決
し
、対
テ
ロ

給
油
新
法
阻
止
の
国
会
闘
争
闘
わ
れ
る


